
制御盤ファンユニット

取り付け
お使いになる前に、 「安全上のご注意」をよくお読みの上、
製品を安全にお使いください。
安全上のご注意、 接続方法などは、 裏面に記載しております。

タイプによって取り付け方法が異なります。 付属の取付ねじセットで取り付けます。
パネルを別途ご購入され、 お使いになるときも、 同じように取り付けてください。
この製品は、 耐振動性にすぐれ、 熱伝導効果が高い平滑な金属板に設置してください。

HF-3148-3

フィンガーガードユニット

•• 取付穴の加工
1.	取付穴を筐体に加工します。

適用板厚 1.0 ～ 1.6 mm
取付穴参考寸法図（mm）
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2.	付属のスピードナットを取付板に挿入し、 ねじ穴と合わせます。

スピードナットの取り付けがきついときは、 ハンマーなどで叩いて挿入してください。

重要 制御盤ファンユニットは、必ず付属の取付ねじセットで設置してください。スピードナットを使用せずに取り付けると、制御盤ファンユニッ

トと取付板の間に隙間ができてしまい、樹脂が欠けたりファンが脱落して、破損するおそれがあります。

•• 設 置

フィルターなしの場合 フィルターありの場合
製品を取付穴に挿入し、付属のタッピンねじ（2 個）で固定します。

締付トルク：0.88 N·m
1.	製品を平らな台の上に置き、 カバーのツマミを矢印の方向へ押しながら、 カバーを

取り外します。

2.	カバーを外したプロペラファンを取付穴に挿入し、付属のタッピンねじで固定します。

締付トルク：0.88 N·m

3.	カバーのツマミがない方から、 カバーのツメをパネルの穴（3 箇所）に挿入します。

4.	ツマミを軽く押し上げて、 カバーをたわませながら、 ツマミ側のツメを押し込み 
ます。

5.	ツマミ側の両端を押して、 カバーが確実に固定されていることを確認します。

防塵・防滴ユニット

•• 取付穴の加工
取付穴を筐体に加工します。

取付穴参考寸法図

 •ファンサイズ　□ 92 mmタイプ  •ファンサイズ　□ 119 mmタイプ
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寸 法（mm）
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中 125 +0.4
  0 137 ±0.2

•• 設 置
1.	マウンティングフレームの保護テープを剥がします。 マウンティングフレー 

ムを取付穴に挿入し、 付属のタップタイトねじで固定します。 
マウンティングフレームは、 ねじを締めすぎると破損します。

2.	ファンとグリルをマウンティングフレームに挿入し、 付属のねじで 2 か所 
固定します。

締付トルク：0.57 N·m

3.	フィルターメディアをフードに装着します。 グリルに装着すると、 風量が低

下する原因になります。

フィルターメディアは、 目の粗い面から細かい面へ空気が流れるように装

着してください。 装着する方向を誤ると、 目詰まりしやすくなります。

4.	フードをグリルに装着します。  

スリット板金ユニット

•• 取付穴の加工
取付穴を筐体に加工します。

取付穴参考寸法図 A
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取付穴参考寸法図 B
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取付穴参考寸法図 C
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ファンサイズ、 台数
取付穴参考 
寸法図

寸 法（mm）

L1 L2 L3 L4
□ 92 mmタイプ 1 台

A
145 – 135 135

□ 119 mmタイプ 1 台 170 – 160 160
□ 119 mmタイプ 2 台

B
295 170 285 160

□ 119 mmタイプ 3 台 420 170 410 160
□ 180 mmタイプ 1 台 C 263 263 250 250

•• 設 置
製品を取付穴に挿入し、 付属の取付ねじで固定します。

�� 設置条件
風通しがよく、 点検が容易な次のような場所に設置してください。

 • 屋内に設置された筐体内（換気口を設けてください）

 • 使用周囲温度 ‒10 ～ +60 °C（凍結しないこと）

防塵・防滴ユニットのパネルは ‒45 ～ +85 °C（凍結しないこと）

 • 使用周囲湿度 85％以下（結露しないこと） 
防塵・防滴ユニットのパネルは 65％以下（結露しないこと）

 • 爆発性雰囲気、 有害なガス（硫化ガスなど）、 および液体のないところ

 • 直射日光が当たらないところ

 • 塵埃、 鉄粉などの少ないところ

 • 水（雨や水滴）、 油（油滴）、 およびその他の液体がかからないところ

 • 連続的な振動や過度の衝撃が加わらないところ

 • 放射性物質や磁場がなく、 真空でないところ

 • 電磁ノイズ（溶接機、 動力機器など）が少ないところ 
スイッチング回路や高周波電源の近くで使用すると、電磁ノイズ（伝導ノイズ、放射ノイズ）

の影響で、 ファンの内部に誘導電流が流れる場合があります。 
誘導電流が流れると、 ファンの軸受けに電食が発生し、 異常音や寿命低下の原因にな

ります。 電磁ノイズの影響がない環境で使用してください。

�� 品名の見方
C -  - G 

G :
P :
S :
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http://www.orientalmotor.co.jp/

• 

TEL  0120-911-271

9:00 18:30

• 

TEL  0120-925-410 FAX  0120-925-601

TEL  0120-925-420 FAX  0120-925-602

TEL  0120-925-430 FAX  0120-925-603

8:00 20:00  9:00 17:30
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